














　

(2) 提出会社の状況

平成23年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均
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(2) キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」）は227億５千１百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ199億３千９百万円（709.0％増）の増加となりました。各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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(6) 【所有者別状況】

平成23年３月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 30 24 82 85 1 5,9446,166
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３ 【配当政策】

株主の皆様への利益還元につきましては、長期的な企業成長の基盤強化に努め、安定的かつ継続的な配当

をしていくことを基本方針としております。

当社の剰余金の配当は、中間配当および期末配当の年２回を基本的な方針としており、会社法第459条第
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(千株)

取締役 　 田  村  裕  一
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④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありませんが、監査日数等を勘案した上で決定しております。
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第５ 【経理の状況】

１  連結財務諸表および財務諸表の作成方法について

(1) 当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令

第28号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前連結会計年度(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の連結財務諸表規則に

基づき、当連結会計年度(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)は、改正後の連結財務諸表規則に

基づいて作成しております。

  

(2) 当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。

以下「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前事業年度(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の財務諸表等規則に基づ

き、当事業年度(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)は、改正後の財務諸表等規則に基づいて作

成しております。

  

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度(平成21年４月１日から平成

22年３月31日まで)および前事業年度(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)ならびに当連結会計

年度(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)および当事業年度(平成22年４月１日から平成23年３
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　 前連結会計年度

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当連結会計年





























　

当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

１  金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入による資金

調達は行っておりません。デリバティブは、後述するリスクを回避するために実需の範囲で行うこととし

ており、投機的な取引は行いません。

  

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関して

は、定期的に取引先の財務データやその他の情報に基づき取引先ごとに格付を付与し、格付および与信種
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２  金融商品の時価等に関する事項

平成23年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであ

ります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません((注２)を

ご参照ください。)。
　

　
連
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(3) 未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

  

デリバティブ取引

「デリバティブ取引関係」注記をご参照ください。
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(有価証券関係)

  前連結会計年度

１  その他有価証券(平成22年３月31日現在)

区分
連結貸借対照表計上額

(千円)
取得原価
(千円)

差額
(千円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

　 　 　

①  株式 469,357 311,101 158,255

②  債券 　 　 　

国債・地方債等 ―
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(税効果会計関係)

  
前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会E03126)





(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前連結会計年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日)

  

　
システム事業
(千円)

サービス・
サポート事業
(千円)

計（千円）
消去
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【関連当事者情報】

前連結会計年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日)

１  関連当事者との取引

重要性がないため、記載を省略しております。

  

２  親会社または重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

兼松株式会社（東京証券取引所に上場）

  

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

重要な関連会社がないため、記載。退

１  閠�����������

E03126)















(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
　至 平成23
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(リース取引関係)

  
前事業年度

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

１  リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引

  リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

E03126)
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　 前事業年度

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

（貸主側） （貸主側）

  (1) 固定資産に含まれているリース物件の取得価額、

減価償却累計額および期末残高

　
その他

（貸与資産）

取得価額 18,621千円

減価償却累計額 15,645千円

期末残高 2,975千円

  (1) 固定資産に含まれているリース物件の取得価額、

減価償却累計額および期末残高

　
その他

（貸与資産）

取得価額 18,514千円

減価償却累計額 17,339千円

期末残高 1,174千円

  (2) 未経過リース料期末残高相当額

１年以内 272,030千円

１年超 120,365千円

合計 392,395千円

  (2) 未経過リース料期末残高相当額

１年以内 91,765千円

１年超 28,431千円

合計 120,197千円

  (3) 受取リース料、減価償却費および受取利息相当額

受取リース料 4,704千円

減価償却費 2,459千円

受取利息相当額 222千円

  (3) 受取リース料、減価償却費および受取利息相当額

受取リース料 4,023千円

減価償却費 1,776千円

受取利息相当額 67千円

  (4) 利息相当額の算定方法

  E03126)
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(有価証券関係)

前事業年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日)

(追加情報)

当事業年度より、「金融商品に関する会計基準」(企業会計基準第10号  平成20年３月10日)および「金

融商品の時価等の開示に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第19号  平成20年３月10日)を適用して

おります。

  

子会社株式および関連会社株式

  　

区分
貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

関連会社株式 634,455 594,990 △39,465

(注)  時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式および関連会社株式
　

区分
貸借対照表計上額
（千円）

(1) 子会社株式 407,158

(2) 関連会社株式 8,000

計 415,158

上記については、市場価格がありません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであり

ます。

  

当事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

子会社株式および関連会社株式

 

表�認められ
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